
組
合
員
は
能
く
協
力

一
致
義
務
履
行
に
力
を
つ
く
し
初
年
度
償
還
金
井
に
備
荒
積
立
金
九
百
十
回
に
達
し
共
後
の
成
績
良
好
で
あ
る

営
組
合
も
自
作
農
組
合
を
組
織
し
目
的
達
成
の
た
め

一
路
邁
進
し
つ
ヽ
あ
る
状
態
で
あ
る

第
九
章
　
負
債
整
理
組
合

第

一
回
世
界
戦
争
の
際
営
事
図
は
戦
争
に
没
頭
し
て
居
る
時
に
営
り
我
図
の
藤
物
は
世
界
市
場
至
る
鹿
に
殺
倒
し
て
非
常
な
る
好
景
気
を

来
た
し
た
が
戦
後
英
反
動
に
よ
り
経
済
界
の
大
恐
慌
を
招
き
倒
産
者
相
つ
い
で
起
り
農
村
も
至
る
所
負
債
山
積
し
て
悲
鳴
を
米
ぐ
る
に
至
つ

た
全
図
農
家

一
戸
の
負
債
干
均

一
千
園
で
あ
る
が
若
し
之
を
放
任
し
て
お
い
て
は
維
に
農
村
の
破
滅
を
末
た
す
の
外
は
な
い
の
で
政
府
は
極

力
沿
費
の
節
約
を
癸
励
し
緊
縮
政
策
を
と
つ
た
が
此
莫
大
な
る
負
債
の
重
荷
を
除
か
ぎ
れ
ば
到
底
根
本
的
に
農
村
の
病
根
を
断
つ
こ
と
は
出

来
な
い
か
ら
図
に
於
て
も
法
律
を
制
定
し
て
農
村
の
負
債
整
理
を
行
ふ
や
う
に
な
つ
た
村
に
て
は
昭
和
十
年
二
月
二
十
日
村
會
に
於
て
負
債

整
理
事
業
資
金
特
別
融
通
規
程
を
決
議
し
二
月
十
二
日
付
を
以
て
縣
気
事
の
認
可
を
受
け
更
に
農
村
負
債
整
理
事
業
資
金
特
別
融
通
損
失
補

償
契
約
締
結
を
縣
知
事
に
申
請
し

一
萬
八
千
園
を
限
度
に
二
月
十
二
日
付
を
以
て
契
約
を
了
し
た
か
く
て
村
で
は
昭
和
九
年
に
葛
北
負
債
整

理
組
合
同
十
年
に
大
谷
負
債
整
理
組
合
が
成
立
し
た

一
無
限
責
任
葛
北
負
債
整
理
組
合

本
組
合
に
於
け
る
負
債
整
理
事
業
は
組
合
長
米
山
盈
以
下
役
員
の
少
か
ら
ぎ
る
努
力
に
よ
り
順
調
に
進
捗
し
昭
和
九
年
二
月
條
件
緩
和
の

協
定
が
全
部
成
立
し
た
か
ら
二
月
二
十
六
日
特
別
融
通
資
金
の
配
分
を
本
縣
知
事
に
票
講
四
月
八
日
に
至
り
資
金

一
萬
五
十
五
百
園
配
分
決

定
の
通
知
に
接
し
た
依
て
村
は
直
に
起
債
許
可
申
請
の
手
続
を
篤
し
六
月
十
七
日
を
以
て
本
縣
知
事
か
ら
許
可
の
指
令
が
あ
つ
た
爾
茶
組
合

に
対
す
る
貸
付
準
備
を
進
め
る
と
共
に
資
金
供
給
資
金
交
付
の
手
績
を
経
て
九
月
五
日
資
金
を
預
金
部
よ
り
借
り
入
れ
卸
日
組
合
の
臨
時
穂

會
を
開
催
し
て
村
よ
り
係
員
臨
席
し
て
資
金
の
偉
達
を
行
つ
た
組
合
は
直
に
債
権
者
に
封
し
現
金
の
支
佛
ひ
を
了
し
教
に
負
債
整
理
の
事
業

を
完
結
し
た

畔
寄
詰
百
騰
α
叶
訪
蒲
叫
ざ
汁
耐
佃
ξ
（
ヽ
。
畔
寄
市
球
絆
〇
畔
畔
沈
針
■
ざ
軋
ン
飾
掛

．
海
ｍ
＝
サ
（
嗅
針
τ
輌
ゆ
う
Ｏ
ｓ
熙
嗜
・
回
日
回
ゆ
因
珊
露
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一
、
組
合
員
　
五
十
九
名
　
内
要
整
理
者
四
十

一
名
　
　
　
　
　
　
一
、
不
要
財
産
鹿
分
金
　
一
高

一
千
五
百
三
十
二
園

一
、
整
理
負
債
額
　
金
三
高
七
千
三
十
二
回
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
資
金
借
入
額
金
　
　
一
萬
五
十
五
百
回

雨
末
組
合
員
は
協
力

一
致
負
債
償
還
の
途
行
に
邁
進
し
て
居
る
特
に
本
組
合
の
経
螢
上
市
要
な
る
施
設
た
る
共
同
牧
釜
事
業
た
る
六
町
歩

（
三
町
歩
梨
三
町
歩
キ
果
）
の
果
樹
関
は
縦
警
宜
し
き
を
得
て
漸
次
資
績
を
来
げ
将
来
大
に
有
整
就
せ
ら
る
ヽ
に
至
つ
た

二
無
限
責
任
大
谷
負
債
整
理
組
合

本
組
合
は
昭
和
十
年
二
月
二
十
八
日
組
合
成
立
認
可
申
請
書
提
出
三
月
五
日
本
縣
知
事
の
認
可
指
令
あ
り
三
月
十
二
日
設
立
登
記
を
了
し

た
爾
末
各
戸
の
経
済
更
正
計
書
を
樹
立
し
共
途
行
を
期
す
る
と
共
に
負
債
薬
理
計
■
の
進
捗
に
努
力
し
十

一
月
十
八
日
付
會
の
決
議
を
経
て

負
債
整
理
事
業
特
別
融
通
資
金
韓
貸
の
方
針
を
決
定
し
て
資
金
配
分
の
中
講
を
し
た
所
十
二
月
十
九
日
本
縣
知
事
か
ら
配
分
決
定
の
通
知
が

あ
つ
た
か
ら
起
貸
許
可
中
請
の
準
備
を
進
め
昭
和
十

一
年
二
月
十
七
日
本
縣
知
事
宛
起
債
許
可
申
請
書
を
提
出
し
た

か
く
て
二
月
三
十

一
日
付
を
以
て
預
金
部
負
債
整
理
事
業
資
金
の
供
給
が
決
定
し
五
月
十
七
日
資
金
の
交
付
を
得
同
１１
組
合
員
全
家
族
集

合
し
て
資
金
の
体
逹
を
受
け
た
之
に
よ
り
既
定
計
書
の
途
行
整
理
が
完
了
し
た

今
共
内
容
の
概
要
を
示
さ
ん

一
、
組
合
員
　
九
名
　
　
内
要
黎
理
者
　
八
名

一
、
整
理
負
債
額
　
　
金

一
萬
四
千
百
四
十
五
園

・円
條
件
縦
和
額
　
金
八
千
九
百
七
十
二
日

不
用
財
産
庇
分
共
他
　
　
全
二
千
六
百
七
十
三
国

要
金
部
資
金
借
人
額
　
　
〈
士
一千
五
百
同

第
十
章

移

有11

民
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■
一

我
が
図
は
土
地
が
狭
少
五
人
口
利
密
で
農
民

一
戸
の
耕
作
面
積
干
均

一
町
歩
で
之
を
外
国
に
比
較
し
て
非
常
に
少
く
■
年
力
人
口
の
密
度

が
加
は
り
っ
ゝ
ぁ
る
か
ら
こ
の
ま
ゝ
に
放
任
し
た
な
ら
ば
産
業
の
不
振
を
木
た
し
図
力
の
選
嬰
を
来
た
す
こ
と
は
明
か
で
ぁ
る
然
る
に
欧
米

諸
国
は
我
闘
民
の
海
外
移
植
民
に
封
し
或
は
制
限
を
加
へ
或
は
全
然
禁
止
す
る
等
不
法
の
歴
迫
を
加
へ
我
国
民
の
海
外
獲
展
を
阻
害
す
る
情

態
で
あ
る
而
る
に
昭
和
六
午
満
洲
事
愛
の
勃
登
に
依
て
満
洲
帝
副
の
創
立
と
な
り
我
國
と
密
接
不
可
分
の
開
係
を
結
び
満
洲
の
開
猫
並
に
回

防
止
及
び
我
劇
人
日
問
題
解
決
上
浦
洲
移
植
民
の
急
務
を
認
め
灘
洲
移
民
の
大
方
針
を
確
立
し
た

満
洲
の
組
面
積
は
約
日
本
の
二
倍
あ
つ
て
一
億
二
千
町
歩
而
か
も
共
可
耕
地
が
其
四
分
ノ

一
の
三
十
町
歩
あ
っ
て
既
に
耕
さ
れ
た
も
の
は

千
三
百
萬
町
歩
に
過
ぎ
な
い
か
ら
残
り
の
十
七
百
萬
町
歩
は
未
耕
地
で
共
中
か
ら
大
催

一
千
高
町
歩
が
日
本
移
民
の
篤
め
割
り
営
て
ら
る
、

手
筈
に
な
つ
て
我
図
農
民
の
末
植
を
大
に
散
迎
し
て
居
る

昭
和
七
年
以
降
拓
務
省
の
満
洲
農
業
移
民
途
出
計
蓋
に
ひ
き
つ
ゞ
き
満
洲
農
業
大
量
移
氏
途
出
計
蓋

（
一
ケ
年
五
萬
戸
宛
二
十
ケ
年
百
萬

戸
五
百
高
人
）
確
立
に
件
ひ
滞
洲
移
民
を
し
て
釜
々
其
敷
を
■
加
し
且
現
地
に
於
け
る
定
着
性
を
張
北
せ
し
む
る
た
め
に
は
分
散
的
移
民
の

方
法
を
改
め
集
目
的
移
民
の
責
行
を
要
す
る
次
第
で
あ
る
雨
か
も
日
本
政
府
は
集
田
移
民
に
封
し
て
は
準
備
費
と
し
て
一
戸
富
り
約

一
千
園

の
補
給
金
又
自
由
移
民
に
も
五
百
回
の
美
勘
金
を
出
し
共
現
地
に
於
け
る
組
て
の
設
備
費
共
他
所
要
資
金
は
満
洲
拓
殖
會
離
か
ら
五
ケ
年
据

置
き
二
十
五
ケ
年
賦
償
還
法
に
よ
り
融
資
せ
ら
る
ゝ
方
法
が
あ
る

南
向
村
の
田
畑
合
計
六
百
五
十
五
町
歩
農
家
戸
敷
八
百
三
戸
で

一
斤
干
均
耕
作
面
積
八
反
歩
で
全
図
干
均
に
も
及
ば
ぬ
状
態
で
ぁ
る
故
に
　

‘

本
村
で
も
昭
和
七
年
移
植
民
の
計
整
を
樹
立
し

一
は
以
て
図
策
に
順
順
し

一
は
以
て
本
村
人
目
の
調
整
を
固
た
次
第
で
あ
る
今
昭
和
七
年
以

来
本
村
移
民
計
■
に
本
づ
き
移
民
途
出
の
賓
績
を
示
せ
ば

種

　

　

　

別

　

　

　

　

世

帯

敷

　

　

　

　

家

族

数

演
洲
特
別
豊
業
移
民
　
武
装
移
民
　
　
　
　
　
　
　
　
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一一七
人

岡
　
　
　
　
　
　
　
　
分
村
移
民
　
　
　
　
　
　
　
一
三
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二
人

同
　
　
　
　
　
　
一甘
少
年
義
勇
軍
　
　
　
　
　
　
　
一
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
人

=|

_%l一

咄
奇
詰
百
肘
０
味
満
蒲
映
ざ
汁
淋
ｍ
Ｓ
（
）
。
鵡
寄
詰
球
＝
０
鞘
騨
サ
゛
ｑ
ド
Ｌ
ン
飾
理

．
割
前
＝
サ
（
叶
針
τ
飾
０
う
Ｓ
ｓ
”
ヽ
。
回
け
回
か
因
珊
論



南
米
ブ
ラ
ジ
ル
移
民

〈
【
　
　
　
　
計

移
植
年
久
調
（南
米
を
含
む
）

年
　
　
　
次

昭
和
六
　
年

七
　
年

八
　
年

九
　
年

十
　
年

十

一
年

同司十
二
年

同同可

入
　
　
植
　
　
地

商
米
ア
リ
ア
ン
サ

吉
林
省
永
豊
鎮

吉
林
省
七
虎
力

演
江
省
綾
稜
縣
開
拓
組
合

裟
江
省
林
密
線

牡
丹
江
省
密
山
信
浸
村

南
米
ア
リ
ア
ン
サ

牡
丹
江
省
密
山
市
五
道
間

牡
丹
江
省
密
山
信
濃
村

牡
丹
江
省
密
山
五
通
商

龍
江
省
雛
江
訓
練
所

南
米
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

牡
丹
江
省
密
山
五
道
嵩

第

一
次
農
民
移
民

第
二
次
同

第
三
久
同

第
四
久
同

第
二
次
同

同
　
　
上

第
六
次
同
先
造
隊

級
故
移
民

南
向
村
移
民
先
選
隊

満
豪
開
拓
青
少
年
義
勇
軍

南
向
村
移
民
本
除

青
少
年
義
勇
軍

―
|｀  lrll

生
lミ

須  吉 鈴

タト ll! タト リII    タト
,4(

清 齋 坂 小 吉 上 1=古 智 吉 吉
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下
松
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川 川

ブI′  ′、
人 人
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菫
勇
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第

一
章
　
徳
川
時
代
以
前

本
村

の
古
昔
に

つ
い
て
は
歴
史

の
徴
す

べ
き
も

の
な
き
も
太
古
己
に
住

民
の
生
活
せ
し

こ
と
は
種

々
の
石
器

や
土
器

の
往

々
嚢
掘

せ
ら

る

ゝ
に
よ
り
之
を
證
す

る
こ
と
が
出
来

る
又
伊
那

の
各
地
に
宏
大
な
る
古
墳

の
存
す

る
を
見
れ
ば
上
古
豪

族

の
居
住
し

て

一
般
国
民

の
生
活
も

漸
次

向
上
し
た

こ
と
が
推
知
で
き
る

上
古
帝
都

か
ら
東
囲
に
至
る
に
は
御
坂
を
越
し
た
か
降

て
鎌
倉
時
代
に
も
御
坂
を
越
し
た
も
の
で
世
に
鎌
倉
街
道

の
名
が
あ
る
故
に
此
通

路

に
営

る
地
方
は
早
く
よ
り
開
け
た
我
が
村
は
馳
東
に
位
し
多
少
交
通
を
妨
げ
ら
れ
た
が

一
般

の
文
化

に
甚
だ
し
く
後

れ
る
と
云
ふ
こ
と
は

な
か

つ
た

干
安
朝
藤
原
氏
時
代

の
牛

以
降
地
方
豪
族
は
各

地
に
私
有
地
を

。
こ
し
ら

へ
之
を
薙
園
と

枕
し
た
が
此
邊
は
件
野

の
荘

に
焼
し
た
や
う
で
あ

る

第

一
節
　
大
　
草

（
四
徳
を
含
む
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
′

降

て
後
繊
醐
天
皇

の
御
代
に
至
り
鎌
倉

の
執
棲
北
條
高
時
を
滅
し
て

一
時
建
武

の
大
業

が
成

つ
た
け
れ
ど
も

つ
、
い
て
足
利
曾
氏

の
飯
乱

に
よ
りヽ
世
は
再
び
争
乱

の
巻
と
な
り
途

に
吉
野
朝
時
代
と
な
り
天
皇

の
第
八
子
宗

良
親
王
は
各

地
に
轄
戦
遊
ば
ヽ
れ
た
が
越
中

の
図
よ
り
偏

濃

に
移
ら

れ
興
閣
五
年
春
に
は
大
河
原
に
留
り
給

う
た
此
時
御
年

二
十
四
茂

で
あ
ら
れ
た
以
後
文
中
三
年
吉
野
べ
露
ら
せ
給

ふ
ま
で
賞

に
三

十

一
年
間
親

王
は
此
地
に
留
ま
ら
れ
共
問
曇
武
蔵

上
野
越
後
美
濃
尾
張

へ
出
張

せ
ら

れ
征
東
持
軍
に
任
じ
給

ひ
東
國

の
宮
方
を
統
督
せ
ら
れ

て
日
夜
回
天

の
事
業
に
御
心
を
碑
か
せ
給

ふ
た
世
に
親

王
を
信
濃
官
と
申
し
上
げ
又
常
時
大
河
原
鹿
盛
大
革

の
邊
を
線
稀
し
て
大
草
郷
と
稚

し
た
か
ら
大
草
官
と
申
し
上
げ

た

此
時
大
河
原
城
主

（
上
蔵
）

番
坂
高
宗
は
満
腔

の
誠
意
を
以
ｔ

親
王

の
一御
事
業

を
輔
け
奉

り
高
宗
自
ら
は
大
河
原
城

に
一在
舛
周
．国

の
地
に
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は
同
志
を
配

し

て
敵

に
備

へ
た

こ
の
時
香
坂

の
同
族
が
更
級

那

の
牧

の
島

（
今

の
牧
郷
村
）

に
も
居

住
し
南

北

相

呼
應

し
て
御
味

方
申

上
た

又
紳
峯
城
主
知
久

氏
は
香
坂

氏
と
互

に
連

絡
し

て
行
動

を
共

に
し

た
香
坂

氏

は
北

佐
久

郡

三
井

村

に
起

た
滋
野

氏

の
分

流

で
知
久

氏

は
諏

訪

氏

の
系
統
を

ひ

い
て
居

る
諏
訪

滋
野

の
雨

族

は
共

に
宮
方
と

し

て
同

一
行

動
を
と

つ
た
此
時
武
家

方

の
大
持

松
尾
城
主

の
小

笠
原

は
信
濃
守

と

し

て
勢
威

を
振

ひ
天
龍

以
西

の
諸

族
は
概

ね
其
勢

力

の
下
に
有

て
親

王

の
軍

を
鵬

ま
し
奉

た
が
天
龍

川
以
東

は
概

し

て
親

王
方

に
加
勢

し

た
大
革

は
大
河
原

の
西
方

の
咽
喉

の
要

地
で
あ

る
か
ら

香
坂
高
宗

の

一
族
が

こ

ゝ
に
陣

取

て

こ
の
地
を

守

て
居

た

然

る
に
親

王
は
天

下

の
形
勢

日
に
非

に
し

ア
．到
底

挽

回

の
道

ス

き
を

見
給

ひ
文
中

三
年

に
吉
野

に
縮

ら

せ
給

ふ
た
か
く

て
宗

良
親

王
御
維

鴛

に
付

て
昭

和

十
五
年

二
月

十
八

日
信
濃

宮
紳
就

創
建

奉
贅

會

長
富

田
健

治

氏

よ
り
票
請

に
か

ゝ
る
書

類
中
信
濃

宮

御
由
緒
書

の

一
部

を
参

考

の
篤

め
左

に
摘
載

す

宗

良
親

王

の
御
維
焉

に

つ
い
て
は
大
略

四
読

あ
り
大

日
本

奥

の
如

く
維

る
所

を
知
ら
す
と
す

る
も

の
叉
信
濃

宮
体

の
如
く
遠
州
井

伊
谷
と

す

る
者

叉
浪
合
記

の
所
謂

ヂ
良
親

王

こ
そ
賞

は
宗

良
親

王
を
指
し
奉

る
も

の
に

て
親

王
は
浪
合

に

て
御
戦

死
遊
ば

さ

れ
た
と
す

る
論

最

維

は

大
河
原

に

て
亮

去

あ
り

た
り
と
す

る
諭

な
り
井

伊
谷
説

及
浪
合
論

は
確
證

な
く

一
種

の
推
想

に
過
ぎ
す

唯
大

河
原
莞

去
論

は
不
完
全

な
が
ら

も

一
片

の
奥

料

は
之
を
有
す

即

ち
左

記
京
都

醍
醐

三
費

院

の
古

篤
歌

な
り

大
革

の
富

御
歌

　
信

州
文

永
寺

密
蔵

院

の
東

向
廣
稼

に
昼

を
敷

て
池

の
蓮
銭

眺

め

て
宗

詢
法
印

の
手
跡

に

て
篇
之

二
十
餘

廻

の
春

も
都

の
よ
そ

に
過
ぎ

ぬ

る

こ
と
な

と
歎
侍

し

こ
ろ
鶯

の
な
く
を
聞

き

て

こ
と

し
我

み
春
を
知
ら

せ
よ
鶯

も
し

る
し
な

き
音

や
さ

の
み
な
く

へ
き

興
國

五
年

信

の
ゝ
田
大

河
原
と

申
す

山

の
奥

に
籠

り
侍

り

し
に
た

■
か
り

そ

め
な

る
山
賤

の
か

き
ほ
わ
た
り

み
な

ら

は
ね
心
地
し
侍

る
に

や
う

や
う
春

の
光

ま

ち

ゑ
め

る
鷲

の
百
囀

り

も
昔

思

ひ
出

て
ら

れ
し
か

は

か
り

の
宿

か

こ
ふ
は
あ
り

の
長

竹
を

あ
り
し

園
と

や
う
く

ひ
す

の
鳴

く

奉
を

へ
て
あ

い
や
と

り

せ
し
鷺

も
竹

の
園

生

に
わ

れ
し

の
ふ
ら
ん

信
濃

囲

に

て
百
首

よ
み
侍
り

し

に
霞

裁

珊
寄
高
肩
肛
０
叶
繭
蒲
叫
ざ
汁
琳
＝
Ｓ
（
■
。
岬
寄
詰
球
♯
●
響
辞
サ
針
こ
ざ
”
ン
市
掛

．
用
ｍ
絆
り
（
嗅
針
τ
飾
０
当
む
ｓ
”
■
ｏ
画
け
□
”
因
珊
露
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一

か
す
め
た
ヽ
い
つ
れ
都
の
さ
か
井
と
も
見
ゆ
へ
き
ほ
と
の
族
の
杢
か
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

天
文
十
九
年
在
国
の
時
嘉
之
也
大
革
官
と
申
は
南
帝
の
宮
に
て
御
座
信
州
よ
り
度
々
御
出
張
維
に
事
も
と
ヽ
か
て
大
革
と
申
す
山
の
奥
の

さ
と
の
奥
の
大
川
原
と
中
す
所
に
て
塞
し
く
な
ら
せ
給
と
そ
あ
は
れ
な
る
こ
と
共
な
り
此
外
大
巷

一
巷
あ
り
濃
州
ま
で
女
の
ほ
ら
れ
た
る

あ
り
さ
ま
色
々
の
事
と
も
遊
は
し
御
歌
数
十
首
悲
歎
を
さ
へ
か
た
き
も
の
な
り

卸
ち
下
伊
那
郡
下
久
竪
村
文
永
寺
に
於
て
大
車
の
宮
の
御
歌
を
嘉
し
奉
り
た
る
も
の
に
し
て
其
前
詞
及
和
歌
共
に
李
花
集
に
載
せ
ら
れ
た
る

も
の
な
れ
ば
第

一
に
天
文
年
間
頃
は
宗
良
親
王
の
御
座
所
に
近
き
此
地
方
な
ど
に
於
て
は
親
王
の
御
事
を

「
大
革
の
官
」
と
申
惇
へ
居
た
る

こ
と
を
推
知
す
る
に
足
り
第
二
に
大
河
原
は
大
革
の
一
部
に
て
其
山
奥
な
る
を
明
記
し
居
た
る
事
は
現
に
大
河
原
の
内
王
蔵
の
松
下
楠
見
氏

所
有
の
天
二
十
八
年
の
検
地
帳
に
於
て
も
大
河
原
を
大
草
郷
内
と
し
て
取
扱
ひ
あ
る
も
の
に
も
吻
合
し
地
・理
的
に
謂
ふ
も
大
革
は
小
雄
川
が

天
寵
川
に
組
合
す
る
地
貼
に
あ
り
大
河
原
は
約
二
里
程
の
上
流
（小
澁
川
）
に
位
す
る
故
他
の
何
れ
の
道
筋
よ
り
も
自
然
な
る
交
通
線
な
れ
ば

大
河
原
が
大
革
郷
の
内
に
包
含
さ
れ
た
る
時
代
の
存
在
す
る
は
亦
営
然
な
り
殊
に
意
を
強
う
す
る
に
足
る
事
は
此
大
革
の
地
に
古
末
体
統
の

奮
家
香
坂
氏
の
存
在
す
る

一
事
に
し
其
奮
家
た
る
は
古
文
書
類
を
所
有
し
居
る
に
よ
り
て
も
疑
ふ
の
餘
地
な
し
さ
れ
ば
宗
良
親
王
が
李
花
集

中
に
二
回
迄
も
姓
名
を
基
示
し
て
其
苦
節
を
推
米
遊
ば
さ
れ
た
る
香
坂
高
宗
も
亦
其
根
採
地
が
此
大
革
に
し
て
親
王
を
自
領
内
の
山
奥
に
奉

じ
奉
り
た
る
こ
と
も
及
を
迎
へ
て
解
き
得
た
る
の
感
な
き
に
あ
ら
す

即
ち
親
上
が
三
十
餘
年
間
信
濃
伊
那
谷
の
山
奥
に
御
安
座
遊
ば
さ
れ
た
る
に
就
て
は
信
濃
に
於
け
る
遊
近
大
小
の
宮
方
の
協
力
輔
持
し
奉

り
た
る
所
に
は
相
違
な
き
も
而
か
も
共
土
地
は
香
坂
氏
の
領
内
な
り
し

一
事
と
御
歌
集
中
に
商
回
ま
で
も
香
坂
高
宗
の
忠
節
を
御
記
録
遊
ば

さ
れ
た
る
と
和
ま
ち
て
数
多
き
宮
方
中
に
於
て
も
特
に
容
坂
氏
が
最
も
重
き
責
任
者
に
て
も
あ
り
徒
て
他
に
抽
で
た
る
松
雲
の
苦
節
者
た
り

し
を
想
像
せ
ぎ
る
を
得
ぎ
る
も
の
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
‐

若
し
夫
れ
「
大
革
と
申
す
山
の
奥
の
里
の
奥
に
大
川
原
と
申
所
に
て
笙
し
く
な
ら
せ
給
ふ
と
ぞ
あ
は
れ
な
る
事
共
な
り
」
の
一
段
に
至
り

て
は
天
文
の
頃
大
川
原
の
外
廓
防
禦
線
の
一
に
常
れ
る
久
堅
村
地
方
（大
河
原
と
三
里
内
外
の
距
離
）
に
て
宗
良
親
王
の
大
河
原
に
於
て
莞
去

遊
は
し
ヽ
を
信
じ
て
疑
は
ざ
り
し
證
に
し
て
此
営
時
よ
り
親
王
御
莞
去
を
推
想
す
る
元
中
年
間
頃
迄
は
長
く
て
百
七
十
年
な
り
此
間
に
於
て

11111
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此
地
方
に
於
て
宇
て
は
最
も
重
要
に
仰
ぎ
奉
り
居
り
た
る
親
王
の
御

一
大
事
が
創
作
さ
る
べ
し
と
も
覺
え
ら
れ
す
叉
若
し
御
行
術
不
明
な
り

し
と
せ
は
そ
れ
も
亦
重
大
事
と
し
て
有
り
の
儀
に
偉
諭
さ
れ
た
ら
ん
事
を
思
は
ぎ
る
を
得
ぎ
る
な
り
此
等
の
黙
よ
り
見
れ
ば
此
史
料
の
存
在

は
宗
良
親
工
が
永
年
の
御
座
所
た
り
し
大
河
原
に
於
て
御
莞
去
遊
ば
さ
れ
し
を
八
九
分
通
り
の
正
確
さ
を
以
て
語
り
居
る
も
の
な
り
と
信
す

少
く
と
も
他
に
於
て
は
之
に
比
較
す
る
に
足
る
べ
き
史
料
を
見
る
事
を
得
ぎ
る
な
り

，
文
永
寺
は
天
砲
川
束
の
深
山
幽
谷
地
帯
に
廣
く
互
て
古
く
よ
り
婦
居
せ
る
紳
氏
の
一
族
た
る
知
久
氏
の
氏
寺
に
し
て
醍
醐
理
性
院
の
末
寺

文
永
年
間
の
創
立
に
か
ヽ
り
其
嘗
時
の
五
輪
塔
は
國
賓
に
指
定
せ
ら
れ
居
れ
り
本
電
は
大
元
明
王
に
し
て
其
修
法
関
係
上
古
末
皇
室
の
御
婦

依
を
黍
う
し
女
房
奉
書
数
通
其
他
多
く
の
古
文
書
を
有
す
又
知
久
氏
は
開
東
の
大
族
に
し
て
常
に
宮
方
と
し
て
忠
勤
を
抽
て
た
る
も
の
な
れ

ば
そ
れ
ら
の
関
係
よ
り
し
て
も
宗
良
親
王
の
御
事
は
文
永
寺
に
正
し
く
偉
は
る
べ
き
筈
な
り
前
記
三
費
院
文
書
に
コ
ポ
詢
法
印
の
手
跡
に
て
」

云
々
と
あ
る
宗
詢
法
印
も
足
利
中
期
の
人
に
し
て
知
久
氏
の
出
な
れ
は
悲
歎
抑
へ
が
た
き
情
を
以
て
親
王
の
御
歌
を
手
抄
し
置
き
た
る
も
の

な
る
べ
き
を
も
推
測
せ
ら
る

一
方
亦
大
河
原
の
地
に
つ
い
て
之
を
見
る
に
大
河
原
よ
り

一
里
張
の
山
奥
の
深
き
谷
の
傾
斜
面
に
あ
る
釜
澤
な
る
小
部
落
あ
り
其
産
土
紳

八
幡
宮
の
境
内
に
接
し
て
古
来
宮
塚
と
偉
承
す
る
小
さ
き
堆
土
あ
り
其
上
に

一
基
の
費
印
塔
を
安
置
せ
る
が
此
賓
筐
塔
は
相
嘗
に
美
術
的
の

も
の
に
し
て
天
沼
俊

一
博
士
の
判
定
に
よ
れ
ば
室
町
初
期
頃
の
も
の
た
り
と
云
ふ
土
地
民
衆
の
偉
ふ
る
官
塚
の
名
も
由
緒
あ
る
に
似
た
り
或

『
は
是
れ
御
維
鸞
地
の
墓
標
な
ら
ん
か
以
上

叉
宗
良
親
王
は
和
歌
に
御
堪
能
に
渡
ら
せ
ら
れ
歌
聖
と
し
て
名
高
い
が
今
御
詠
中
の
三
名
歌
と
此
里
に
由
縁
あ
る
も
の
を
記
し
て
偲
ひ
ま

ゐ
ら
せ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
′

我
を
世
に
あ
り
や
と
問
は
ヽ
信
濃
な
る
伊
那
と
答
へ
よ
峯
の
松
風

思
ひ
き
や
手
も
ふ
れ
さ
り
し
梓
弓
お
き
ふ
し
我
ら
身
な
れ
ん
も
の
と
は

君
の
篤
め
世
の
篤
め
な
に
か
惜
し
か
ら
ん
す
て
ヽ
か
ひ
あ
る
命
な
り
せ
ば

○

暫
し
た
に
吹
か
ぬ
ま
も
か
な
風
の
上
に
立
つ
ち
り
の
身
の
あ
り
か
さ
だ
め
ん

Ｎ
奇
蕎
百
肛
０
嗅
市
清
鴨
ざ
汁
両
桐
ゞ
（
■
・
咄
寄
高
味
絆
０
型
部̈
サ
弾
■
ざ
”
ン
市
露

．
Ｆ
前
絆
サ
（
叶
労
τ
飾
０
ヽ
お
ｓ
熙
ヽ
・
回
日
日
”
因
珊
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一
大
細
共

二
御
揃
固
不
違

可
走
廻
事

等
を
耐
明
に
誓
約
し
た
も

の
で
こ
の
体
齋

の
起
請
文
は
進
州
秋
葉
榊
蔵
に
納
め
ら
れ
た
の
で
あ
ヶ
冊
難

に
は
共
外
に
大
革
体
齋
家
中
衆

の
連

名
起
請
文
が

一
通

あ

つ
て
そ
れ
を
見
る
と
体
齋
は

こ
の
地
方

で
相
常

の
大
身

で
あ

つ
た
こ
と
が
分
か
る
そ

の
連
名
は
左

の
通
り
で
あ
る

片

切
　
意

釣

西

鎌
　
　
　
　
　
　
同
　
孫
左
衛
門

篤

義

同
　
　
　
　
一示
　
　
一二
　
　
　
　
　
　
北
　
村
　
掃
部
左
衛
門

片

桐
　
源

〓
一
昌

忠
　
　
　
　
　
　
橋
部
十
郎
左
衛
門
貞
綱

松

干

仁

左

衛

円

　

　

　

　

南

島

興

左

術

開

米
　
山
　
彦
　
七
　
郎
　
　
　
　
　
　
宮
下
四
郎
左
衛
門
光
延

北

條

七
左
衛
円
定
光

一
方
氏
直
も
密
使
を
各
地
の
城
主
に
派
し
て
加
勢
を
求
め
た
が
大
革
城
主
に
途
つ
た
左
の
文
書
が
あ
る

共
表
及
勢
遣
候
虚
早
々
忠
信
感
悦
候
輛
向
後
別
雨
走
廻
専

一
候
猫
安
房
守
可
申
候
恐
惇
謹
言

九
月
十
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
氏
　
　
　
直
　
（花
押
）

大
　
革
　
休
　
一薇

（
議
）

安
房
守
は
氏
政
の
弟
氏
邦
に
て
氏
直
の
叔
父
に
常
る

休
齋
は
か
く
の
如
く
北
條
の
勘
誘
を
受
け
た
が
北
條
に
は
靡
か
す
徳
川
に
従
た

徳
川
北
條
の
雨
軍
は
甲
州
の
韮
崎
附
近
で
曇
戦
た
が
北
條
の
勢
楚
あ
り
此
年
十
月
和
議
成
立
し
て
徳
川
は
川
中
島
を
除
き
た
る
信
濃
の
全

部
を
取
り
北
條
は
上
州
沼
田
を
得
た
家
康
は
菅
沼
小
大
膳
亮
定
利
を
知
久
千
後
飯
田
に
居
佳
せ
し
め
て
伊
那
を
管
せ
し
め
天
正
十
三
年
八
月

上
田
の
具
田
安
房
守
昌
辛
叛
く
に
よ
り
家
康
は
大
久
保
忠
世
等
を
し
て
之
を
攻
め
じ
め
休
齋
の
子
右
近
介
宗
澄
は
命
に
よ
り
て
出
陣
し
た
菅

・

一

一
　

　

一
　

　

　

　

　

　

¨

一
．

一
　

・
●

一
一

・

‘

　

　

　

　

　

・・
　

　

　

　

　

　

　

一

一
・
一

瑕
硫
蕎
３
脚
０
叶
繭
蒲
咲
ざ
汁
耐
桐
き
（
■
。
咄
壽
雨
峠
＝
０
型
辞̈
サ
針
再
ざ
己
′
前
難

。
日
前
♯
サ
（
嗅
針
τ
飾
●
サ
む
ｓ
呻
■
・
回
日
□
ゆ
因
咄
総

新 上

居 泥

万 右

助 近

大 懃

澤
澤

_佐
左

兵
術

α行 Fl
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一
田
　
　
　
島
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南

　
島

一
上
　
片
　
桐
　
　
　
　
十
八
貫
文
　
　
　
　
　
　
宮
　
下

一
〇
　
　
　
島
　
　
　
　
十
五
貫
文
　
　
　
　
　
　
米
　
山
　
倉
　
之
　
助

片
桐
氏
は
爾
末
年
を
開
み
す
る
こ
と
賓
に
四
百
七
十
年
の
長
き
に
二
り
此
地
に
勢
威
を
張
て
居
て
十
九
代
長
公
の
時
に
は
領
地
八
百
貫
文

を
領
し
武
田
氏
に
屈
し
た
が
天
二
十
年
二
月
織
田
信
忠
の
軍
が
伊
那
へ
討
入
り
の
時
飯
田
大
島
の
諸
城
相
亜
て
落
城
し
片
桐
城
も
支
ふ
る
こ

と
能
は
ず
し
て
途
に

一
族
四
散
す
る
に
至
つ
た
此
時
葛
島
城
主
も
片
桐
城
主
と
運
命
を
共
に
し
た

武
田
滅
亡
の
後
は
織
田
の
武
静
毛
利
河
内
守
秀
頼
の
領
地
と
な
り
其
後
ニ
ケ
ゴ
一織
田
信
長
の
本
能
寺
憂
後
は
徳
川
の
武
膳
菅
沼
定
利
の
治

下
に
局
し
徳
川
氏
開
東
移
封
後
天
二
十
八
年
再
び
毛
利
の
領
と
な
り
文
豫
二
年
京
極
修
理
太
夫
高
知
の
領
地
と
な
つ
た

第
二
章

時
　
代

第

一
節
　
大
　
　
革
　
（
四
徳
を
含
む
）

慶
長
六
年
井
上
氏
が
家
康
に
取
り
立
て
ら
れ
伊
那
に
於
て
五
千
石
の
内
南
山
庄
内
に
於
て
四
千
五
百
石
大
革
に
於
て
五
百
石
を
賜
は
り
元

和
四
年
十
二
月
近
藤
氏
が
伊
那
に
於
て
五
千
石
を
賜
は
り
其
内
大
革
に
於
て
九
百
餘
石
を
賜
は
つ
た
こ
れ
ょ
り
大
革
は
井
上
領
と
近
藤
領
と

な
つ
た
今
大
革
御
領
並
に
私
領
の
石
高
を
左
に
示
さ
ん

一串
元
と
押

　
　
　
　
　
一が
大
♂
が

　
　
　
　
　
一が
三
拓
』
一
　
　
古
一両
と
は
革
保
以
前
の
検
地
‘に
よ
る
も
の

工
二
一、
ん
一
三　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
‐　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
ェ
ニ
、四
二六

九
一〈
、Ｏ
〇
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１‥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゎ
ェ
四
、四
一〇

外

に
除
地
若
千
あ
り

端
番
討
３
膳
Ｑ
味
繭
蒲
哄
ざ
汁
耐
●
さ
（
■
つ
咄
奇
蕎
球
絆
Ｏ
琳
卍
サ
針
■
ざ
乳
ン
市
井

．
日
前
絆
ゝ
（
¨
針
τ
締
”
沈
Ｏ
ｓ
熙
ヽ
。
日
ロ
コ
が
国
珊
ョ

近 リト
藤後上
領御領 草
領

昆
　
干

帯

　
刀

徳

メII
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元
和
三
年
脇
坂
氏
が
飯
田
へ
封
せ
ら
れ
た
時
片
桐
に
役
所
を
置
い
た
が
こ
れ
が
片
桐
陣
屋
で
後
延
賓
五
年
に
飯
島
に
移
つ
た
初
め
私
領
の

陣
屋
で
あ
っ
た
が
寛
文
十
二
年
脇
坂
氏
の
去
つ
た
跡
へ
幕
府
の
代
官
所
が
置
か
れ
江
戸
時
代
を
通
し
て
幕
府
直
轄
の
代
官
所
が
置
か
れ
た
代

官
は
天
翡
七
左
衛
門
と
か
設
業
源
右
街
門
と
か
大
革
太
郎
左
衛
門
と
云
ふ
人
達
が
交
替
し
て
勤
め
た
が
こ
れ
ら
の
人
は
賓
際
は
常
に
飯
島
に

居
つ
た
の
で
は
な
く
共
配
下
の
役
人
が
局
に
常
つ
た
の
が
普
通
で
あ
っ
た

二

大

草

私

領

大
草
の
内
御
領
を
除
く
外
及
四
徳
は
近
藤
領
に
属
し
て
居
て
近
藤
氏
と
本
村
と
の
開
係
は
密
接
な
る
も
の
が
あ
る

元
和
四
年
近
藤
重
尭
は
父
政
成
の
跡
を
襲
ぎ
徳
川
家
康
の
取
り
立
て
に
よ
り
伊
那
郡
の
内
如
行
五
千
石
を
賜
は
り
立
石
に
居
住
し
た

近
藤
淡
路
守
知
行
所

信
濃
図
伊
那
那
ノ
内

御
領
私
領
入
倉

右
同
断

入
會
無
之
候

私
領
御
領
入
會

私
領
入
會

　

．

入
會
無
之

右
　
同

右
　
同

右
　
同

右
　
同

畔
呑
詰
百
肛
０
叶
繭
蒲
餃
ざ
汁
耐
掟
さ
（
■
。
咄
帝
南
球
絆
〇
叫
弾
ヽ
針
■
ざ
己
´
市
井

・
Ｆ
珊
＝
サ
（
嗅
針
τ
飾
０
う
い
０
熙
■
。
□
降
日
ゆ
因
咄
逍

十
四
ケ
村

春
近
庄
ノ
内
　
　
　
　
上
穂
村

件
野
庄
ノ
内
　
　
　
　
大
革
村

同
庄
大
革
村
枝
村
　
　
四
　
徳

同
庄
　
　
　
　
　
　
　
小
川
村

伊
賀
良
庄
　
　
　
　
　
山
本
村

同
庄
　
　
　
　
　
　
　
一ユ
石
村

同
庄
　
　
　
　
下
條
　
小
松
原
村

同
庄
　
　
　
　
　
　
　
大
久
保
村

同
庄
　
　
　
　
　
　
　
大
島
村

同
庄
　
　
　
　
　
　
　
恩
澤
村

―- 23 -―



l鷲|111

一
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

．

　

　

．

．

一
一
　

　

　

．．・一・一一一．．．一

一
一一一・一一一．・．一一一．一一．． 　

　

・一．一一一
一一一一・
一一
・
・一
一一一一
．・一一一一一
．
．
一
一・・
一
．一一・．一一一一

右
　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
同
庄
　
　
　
　
　
　
梅
田
村

右
　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
庄
　
　
　
　
　
　
　
鴨
目
村

右
　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
庄
　
　
　
　
　
　
　
合
原
村

右
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
庄
　
　
　
　
　
　
　
栗
屋
村

右
　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
庄
　
　
　
　
　
　
　
河
内
村

大
革
村
営
時
の
近
藤
領
は
高
九
百
十
八
石
七
合
で
あ
つ
た
が
共
後
新
田
が
漸
次
開
墾
せ
ら
れ
て
慶
應
三
年
四
月
の
調
べ
で
は
三
十
六
石
四

斗
三
合
増
加
し
て
九
百
五
十
四
石
四
斗

一
升
ｔ
な
つ
て
居
る

近
藤
重
発
は
齢
七
十
五
歳
で
貞
享
二
年
に
卒
去
さ
れ
其
子
重
信
程
ぎ
元
藤
六
年
重
信
死
後
其
子
政
徳
が
後
を
種
い
だ
政
徳
は
大
坪
流
馬
術

の
蘊
奥
を
極
め
師
範
役
と
し
て
持
軍
家
に
仕
へ
た
元
藤
六
年
領
地
山
本
に
移
り
享
保
十
四
年
に
死
ん
だ

政
徳
の
子
政
共
の
時
元
文
三
年
山
本
役
所
を
引
き
悌
て
立
石
陣
屋
に
移
つ
た
政
共
の
子
政
方
は
御
小
姓
組
番
頭
を
仰
せ
付
か
つ
た
政
方
の

子
政
明
は
賓
暦
八
年
相
績
し
叉
山
本
へ
引
き
越
し
た
明
和
二
年
乗
馬
上
覚
の
際
時
服
及
瀦
織
を
葬
領
し
た
政
明
の
子
政
道
政
道
の
子
政
賢
政

賢
の
子
政
養
何
れ
も
馬
術
は
大
坪
流
の
蓋
奥
を
極
め
将
軍
家
に
仕
へ
た
政
養
の
養
子
政
敏
は
敬
虔
誠
賓
衆
て
音
業
の
趣
味
あ
り
又
馬
‐術
に
長

じ
将
軍
家
に
仕
へ
て
師
範
役
と
な
つ
た
慶
應
四
年
王
政
復
古
の
際
大
義
を
奉
じ
て
京
都
に
上
り
勤
三
の
旨
を
奏
上
し
軍
資
金
二
百
園
を
献
納

し
た
又
同
年
七
月
軍
資
金
と
し
て
千
三
百
二
十
五
雨
玄
米
二
百
俵
を
献
納
し
た

斯
く
て
世
は
王
政
復
古
と
な
り
諸
侯
が
Ｔ
て
藩
籍
を
奉
還
す
る
に
及
‐び
明
治
二
年
二
月
屋
敷
家
作
共
土
地
致
す
べ
き
旨
朝
廷
よ
り
命
令
下

り
同
年
六
月
二
日
一
切
伊
那
縣
に
引
き
つ
ぎ
を
完
了
し
た

近
膝
氏
は
元
和
四
年
重
尭
が
立
石
に
取
り
立
て
ら
れ
し
よ
り
明
治
二
年
迄
三
百
五
十
餘
年
間
連
綿
と
し
て
績
い
た
が
明
治
維
新
の
政
憂
に

依
て
藩
籍
を
奉
還
す
る
に
至
り
大
革
の
近
藤
領
は
伊
那
縣
の
管
轄
に
遷
た

其
後
近
藤
氏
は
明
治
二
年
十
二
月
士
族
に
列
し
藤
高
百
五
十
石
を
賜
は
つ
た
が
明
治
四
年
家
族
を
奉
遺
し
て
農
に
婦
し
干
民
に
族
籍
を
移

し
陣
屋
に
居
を
定
め
農
桑
の
業
に
就
き
傍
ら
千
田
學
派
の
國
學
神
道
を
鼓
吹
じ
明
治
六
年
七
久
里
紳
祗
共
他
数
耐
の
紳
官
を
仰
せ
付
か
つ
た
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が
明
治
十
四
年
病
歿
せ
ら
れ
長
男
政
党
家
を
穆
が
れ
父
の
遺
業
を
守
り
現
在
に
及
ん
で
居
る

第
二
節
　
葛

　

　

　

　

島

慶
長
六
年
に
小
笠
原
秀
政
が
飯
田
に
封
せ
ら
る
る
や
葛
島
は
英
領
と
な
り
慶
長
十
八
年

一
時
徳
川
領
と
な
り
美
濃
久
々
里
城
主
千
村
干
右

衛
門
預
と
な
り
元
和
三
年
脇
坂
淡
路
守
安
元
（
五
高
石
）
の
領
地
と
な
り
共
後
寛
文
十
二
年
七
月
脇
坂
は
播
州
立
野
へ
移
封
と
な
り
鳥
山
の
城

主
堀
親
政
が
飯
田
城
主
と
な
つ
た
が
堀
の
領
地
は
十
八
ケ
村
に
て
二
萬
石
を
領
し
市
田
以
北
は
幕
府
領
と
な
り
駿
河
陣
屋
飯
田
支
廊
の
支
配

を
受
け
元
藤
以
来
葛
島
は
飯
島
陣
屋
の
支
配
に
賜
し
明
治
維
新
に
及
ん
で
居
る

葛
島
の
石
高
は
古
高
三
百
三
十
七
石
五
四
六
寛
保
年
間
五
百
三
十
一
石
四
〇
二
天
明
年
間
五
百
三
十
八
石
一
四
二
　
人
口
は
贅
暦
十
二
年

の
調
べ
で
は
戸
数
百
三
十
五
戸
人
口
男
三
百
五
人
女
二
百
五
十
四
人
計
五
百
五
十
九
人
で
あ
る
　
葛
島
は
所
謂
片
桐
七
ケ
村

（葛
鳩
箭
澤
田

島
小
干
片
桐
上
片
桐
七
久
保
）
の
一
つ
で
あ
り
又
片
桐
七
ケ
村
に
本
郷
石
會
根
飯
島
を
加
へ
て
十
ケ
村
叉
十
ケ
村
に
田
切
の
北
河
原
中
干
南

割
を
加
へ
て
十
三
ケ
村
と
呼
で
組
合
つ
て
居
た
従
て
こ
の
方
面
に
古
末
共
有
地
及
入
會
地
が
あ
つ
た
今
此
共
有
地
を
列
基
せ
ん

村
　
　
　
｛十
　
　
地
目
　
　
面
　
　
積
　
　
　
共
　
有
　
者
　
　
　
　
　
　
　
村
　
　
　
　
宇
　
　
地
日
　
　
面
　
　
積
　
　
　
上
（　
有
　
者

飯
　
島
大
持
　
　
　
　
山
林
　
　
一
、四
四
五
町
　
十
三
ケ
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
久
偽
樹
澤
　
　
　
　
同
上
　
　
　
一
九
七
　
　
片
桐
七
ケ
村
と
本
郷
村

向
　
上
悪
谷
　
　
　
　
同
上
　
　
一
、
一
一
二
　
　
同
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
上
島
臓
子
岳
　
　
同
上
　
　
一
、
二
九
六
　
　
片
桐
七
ケ
村

同
　
上
焼
枯
　
　
　
　
同
上
　
　
　
一
〇
二
　
　
同
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
向
　
上
袴
腰
　
　
　
　
同
上
　
　
一
二
三
二
〇
　
　
向
上

国
　
上
黒
覆
　
　
　
　
同
上
　
　
　
七
七
七
　
　
同
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
上
三
林
　
　
　
　
原
野
　
　
　
八
〇
七
／
　
向
上

こ
の
共
有
地
は
明
治
に
な
つ
て
各
村
に
分
割
さ
れ
葛
島
は
大
二
十
二
年
そ
の
中
の

一
部
を
村
有
に
提
供
し
た
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け
た
り
す
る
こ
と
は
婦
人
図
防
の
最
も
意
義
あ
る
重
大
な
務
め
で
あ
り
ま
す

第
六
　
一
■
綬
急
図
家
絶
動
員
と
な
り
ま
す
れ
ば
闘
防
止
婦
人
が
男
子
に
代
は
る
務
め
を
な
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん

第
奎

早

東

京

南

向

會

一
東
京
南
向
會
の
創
立

明
治
三
十
九
年
営
時
金
山
銀
行
を
経
螢
し
て
居
た
米
山
利
之
助
の
主
催
で
嘗
時
勉
撃
の
篤
め
上
京
中
の
仁
科

一
郎
諏
訪
直
夫
横
前
工
輔
佐
．

々
木
信
小
池
牟
三
官
澤
懸
美
の
諸
氏
参
加
し
遠
山
英

一
大
工
原
銀
太
郎
翡
柴
金
次
郎
諏
訪
幸
之
進
Ｆ
日
又
次
郎
を
賛
成
人
と
し
第

一
回
の
會

合
を
隅
田
川
の
ほ
と
り
米
山
別
邸
に
開
催
し
て
各
胸
襟
を
開
い
て
快
談
を
試
み
親
睦
を
厚
う
し
た
こ
れ
が
東
京
南
向
倉
が
東
京
の
員
中
に
颯

々
の
盤
を
米
げ
た
初
め
で
あ
る
第
二
回
は
四
十
年
に
上
野
公
園
の
貸
席
に
開
き
賄
澤
大
将
も
営
時
は
中
尉
で
出
席
さ
れ
た
爾
来
年
々
開
催
し

奮
情
を
温
め
て
来
た
が
大
三
十
二
年
の
大
震
災
に
過
ひ
會
員
の
住
所
も
不
明
と
な
り

一
時
中
止
の
止
む
な
き
に
至
つ
た
こ
と
は
誠
に
遺
憾
の

至
り
で
あ
つ
た

二
東
京
南
向
會
の
再
興

英
後
帝
都
の
復
興
と
共
に
在
京
南
向
人
諸
氏
の
事
業
も
各
復
興
の
一
路
を
た
ど
り
又
上
京
者
も
瀬
次
増
加
し
た
か
ら
昭
和
九
年
秋
松
村
体

爾
宮
本
牛
三
久
保
田
喜

一
郎
小
林
邦
人
諸
氏
の
主
宰
で
再
興
成
り
摘
澤
中
将
遠
山
寄
人
雨
氏
を
顧
間
に
推
し
笏
柴
金
次
郎
を
會
長
と
し
更
生

第

一
回
の
會
合
を
上
野
東
仙
閣
に
あ
げ
第
二
回
線
會
は
清
水
谷
僧
香
園
第
二
回
は
日
比
谷
松
本
棋
第
四
回
は
清
水
谷
僣
香
園
に
開
い
た
此
間

仁
科
村
長
の
墨
力
に
よ
り
在
東
考
名
簿
も
完
成
し
て
在
京
南
向
人
の
全
貌
を
明
か
に
す
る
こ
と
を
得
魔
く
村
の
在
京
者
を
網
羅
す
る
こ
と
を

得
た
か
く
て
笏
柴
氏
退
際
後
松
村
体
爾
會
長
と
な
り
第
五
回
は
日
此
谷

「
レ
ー
ン
ボ
ー
グ
ル
ク
ル
」
に
開
き
遠
く
母
村
よ
り
仁
科
村
長
高
坂

縣
會
議
員
出
席
し
倉
員
亦
七
十
餘
名
出
席
し
て
大
盛
會
で
あ
つ
た

第
六
回
は
昭
和
十
四
年
春
小
石
川
後
業
園
に
開
い
た
會
員
の
出
席
百
餘
名
母
村
よ
り
は
仁
科
村
長
は
じ
め
長
老
数
氏
の
出
席
あ
り
宛
ら
我

“
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村
が
東
京
に
移
つ
た
感
が
あ
つ
た
此
日
會
旗
も
出
来
塾
澤
中
静
に
會
名
の
揮
竃
を
請
ひ
披
露
及
入
魂
式
を
行
つ
た

此
年
十

一
月
十
五
日
に
は
摘
澤
中
静
は
村
民
待
望
の
海
軍
大
将
に
榮
進
し
た
の
で
會
で
は
早
速
就
賀
會
を
開
く
こ
と
ヽ
な
り
村
に
相
談
し

た
所
村
長
助
役
村
會
議
員
其
他
の
名
替
職
各
種
圏
催
長
等
二
十
数
名
大
嘩
上
京
参
加
せ
ら
る
ゝ
こ
と
ヽ
な
り
十
二
月
十
日
五
反
風
松
泉
閣
に

開
催
し
役
員
全
員
の
外
會
員
多
数
出
席
し
た
先
づ
松
村
會
長
の
開
會
の
挨
拶
に
つ
い
て
仁
科
村
長
よ
り
村
會
の
決
議
に
よ
る
日
本
刀

一
口
贈

塁
あ
り
大
将
の
謝
辞
あ
り
て
式
を
閉
ぢ
軟
談
放
歌
大
に
郷
土
色
を
獲
揮
し
十
三
分
の
興
を
つ
く
し
て
散
會
し
た

か
く
の
如
く
會
は
會
員
間
の
親
和
以
外
常
に
母
村
と
密
接
の
関
係
を
結
び
共
存
の
賛
を
基
げ
ん
こ
と
を
期
し
て
居
る
、
か
の
日
支
事
養
勃

登
す
る
や
常
に
應
召
者
の
途
迎
を
鶯
し
叉
村
の
名
春
の
戦
死
者
十
四
柱
の
た
め
壼
澤
大
持
と
遠
山
寄
人
に
依
頼
し
て
色
紙
に
揮
竜
し
て
頂
き

小
林
幹
事
長
之
を
携
へ
て
貯
省
し
昭
和
十
四
年
八
月
村
役
場
に
於
て
遺
族
の
方
々
に
参
集
を
乞
ひ
贈
塁
式
を
器
行
し
た

三
現

在

の

役

員

顧
間
　
抽
澤
幸

一　
遠
山
英

一

會
長
　
松
村
体
輛
　
　
幹
事
長
　
小
林
邦
人

幹
事
　
宮
本
牛
三
　
来
澤
義
央
　
中
島
岩
吉
　
壼
澤
靖
直
　
森
本

一
徳
　
中
島
作
次
　
米
山
胤
男
　
佐
々
木
正
　
桃
澤
千
文
　
横
前
　
智

森
本
治
≡
　
岡
崎
喜
六
　
小
松
　
工
　
干
澤
高
美
　
仁
科
宗
造

理
事
　
鏑
燕澤
柴
八
郎
　
久
保
田
喜

一
郎
　
横
前
正
輔
　
大
澤
孝
雄
　
森
本
常
治
　
松
本
文
六
　
小
池
公
干
　
倉
澤
嘉
耕
浴
　
笏
柴
ち
せ

佐
々
木
か
の
ゑ
　
今
井
京
子

倫
ほ
創
立
営
時
の
先
輩
に
し
て
物
故
せ
ら
れ
し
諸
氏
左
の
如
し

米
山
利
之
助
　
諏
訪
幸
之
進
　
大
工
原
銀
太
郎
　
戸
田
又
次
郎
　
中
澤
重
雄
　
物
柴
金
次
郎

第
七
章
　
南
　
向
　
病
　
院
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本
村
大
革
に
は
慶
長
の
頃
か
ら
小
木
曾
家
が
代
々
警
を
業
と
し
て
来
た
中
に
も
文
化
文
政
の
頃
雲
亭
は
名
警
と
し
て
世
に
知
ら
れ
た
然
し

て
大
正
三
年
に
至
て
小
木
曾
檜
太
郎
分
が
死
亡
せ
ら
れ
て
よ
り
付
に
警
を
螢
む
も
の
な
く
て
非
常
に
不
便
を
感
じ
た
依
て
村
の
有
志
が
無
誌

を
と
し
ら
へ
て
開
業
資
金
を
造
り
響
師
を
迎
へ
た
こ
と
が
あ
つ
た
が
長
く
留
め
る
こ
と
が
出
来
な
ん
だ
畢
魔
こ
れ
は
交
通
の
便
が
悪
い
篤
め

営
業
■
不
利
の
黙
が
少
く
な
い
篤
め
で
あ
つ
た
大
二
十
二
年
村
長
塾
澤
貞
雄
は
こ
れ
は
村
誉
に
依
て
病
院
を
経
螢
す
る
よ
り
外
に
道
は
な
い

と
考
へ
調
査
し
た
所
東
京
府
下
に
村
替
病
院
あ
り
と
聞
き
そ
こ
の
條
例
規
程
を
と
り
よ
せ
て
参
考
と
な
し
村
衛
生
の
向
上
並
に
祗
會
事
業
を

加
味
し
た
條
例
並
に
規
程
を
作
製
し
二
月
二
十
八
日
の
村
會
に
於
て
之
を
決
議
し
直
に
縣
の
認
可
を
得
た

縣
に
於
て
も
縣
下
耐
會
事
業
と
し
て
村
立
病
院
設
置
の
嗜
矢
な
れ
ば
指
導
と
聾
援
を
興
へ
ら
れ
た

最
初
の
院
長
と
し
て
縣
工
場
課
技
師
遠
藤
武
文
を
迎
へ
同
年
五
月
開
院
し
て
一
般
診
療
を
開
始
し
た
こ
の
慶
大
な
る
無
警
村
も
教
に
名
警

を
迎
へ
村
民
は
非
常
な
る
数
喜
と
期
待
と
を
以
て
迎
へ
た

爾
来
村
は
経
螢
に
つ
い
て
は
莱
償
手
営
料
等
は
成
る
べ
く
低
く
し
往
診
料
は
普
通
の
牛
額
を
標
準
と
し
て
定
め
叉
貧
困
者
に
は
救
済
の
道

を
講
じ
た
其
後
大
正
十
五
年
度
か
ら
産
婆
を
設
置
し
岱
ほ
昭
和
三
年
か
ら
巡
国
産
婆
を
置
き
倍
々
衛
生
設
備
の
充
費
を
固
つ
た

又
村
内

一
般
逓
く
病
院
の
恩
恵
に
浴
す
る
た
め
速
隔
の
地
（
四
徳
葛
島
日
金
利
）
に
出
張
所
を
設
け
毎
月
響
師
及
産
婆
を
出
張
せ
し
め
て
遠

隔
部
落
の
便
宜
を
聞
つ
た
爾
末
着
々
と
し
て
貴
績
を
基
げ
て
村
民

一
般
が
普
く
便
釜
を
享
け
て
居
る
更
に
昭
和
十

一
年
に
は
金
三
千
園
を
以

て
南
向
病
院
の
設
備
を
左
の
如
く
抜
充
し
た

入
院
室
六
室
　
手
術
室

一
室
　
試
験
室

一
室
　
薬
品
室

一
窒
　
機
械
器
具
七
十
五
難

又
未
設
置
の
桑
原
診
療
所
を
輸
設
し
た

今
左
に
歴
代
院
長
と
豫
算
と
村
費
繰
入
金
を
示
さ
ん

詩
十一稗
計
武蝶　
ず
静
　
囃
摯誡
　
　
年
十孵

嘲
森　
摯、五隼
　
一村「秘季

十
三
年
　
　
同
　
　
人
　
　
　
五
、八

一
九
　
　
　
一
一、
入
○
○

十
五
年
　
　
同
　
　
人
　
　
　
五
、
四
二
四
　
　
　
一
一、
六
〇
〇

一
一　
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